
実施する学力向上策
【時期・頻度】

重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策
学習スタイルを自己コーディネートする資質能力

①教師が単元を通した教材研究の工夫を行う中で、一斉指導と探究としての個別最適な学習の時間を効果的に設定していくようにする。学校
の課題として、個人差が大きいこともあるため、その中で個別支援の時間を多く作れるようにしていく。（通年）
②自己コーディネートというものは、そもそも、児童がすべて自由に行うことではないため、学びのゴールを明確化した上で、教師側から選択
肢を用意していく。その選択肢により、児童が学びを深めたり、振り返りにより、自己内省を行ったりして、児童のメタ認知能力を高めていく。
（通年）
③児童への問いかけの工夫をし、児童自身が自分で考えて行動できるようにする。また、さまざまな場面でモデルを用意し、それらも選択肢と
して取り入れることで、児童の安心感や選択肢の幅を広げることにつなげていく。（通年）
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